年　　月　　日

ＮＨＫ会長　松本正之　様

ETV2001 『戦争をどう裁くか』 第2回 『問われる戦時性暴力』

放送倫理・番組向上機構の「意見書」に関する申し入れ書


NＨＫ問題を考える会（兵庫）


神戸市中央区元町通り6－7－6　5F  平和友好センター内


電話・FAX (078)３５１－０１９４

ＮＨＫは番組改ざんに対する「意見書」を受け入れ、

番組の検証と永田・長井さんの名誉回復をはかれ

　放送界の第三者機関である放送倫理・番組向上機構（ＢＰＯ）は、2009年4月28日、ＮＨＫ番組「ETV2001ｼﾘ-ｽﾞ第2回・問われる戦時性暴力」に関する「意見書」を発表しました。

　私たち視聴者はこの意見書に賛同します。そのなかで私たちは、次の点を重要と考えます。

ＮＨＫが安倍晋三氏らの政治家に対し、事前に同番組の説明を行なったことや、幹部管理職らが番組改変を主導した行為は、ＮＨＫの自主・自律の理念に反し視聴者の信頼を裏切った。政治と放送の距離においてＮＨＫを支えている視聴者にもはっきりと認識できる透明性の高い仕組みと自覚が求められている。

ＮＨＫが「閉じた態度」を改めること。そのために現場制作者の放送人としての良心、放送倫理と内部的自由の議論を深め、この問題で得た教訓を、受信料を払っている視聴者へていねいに明らかにすること。

しかし、ＮＨＫは、この意見書を「真摯に受け止める」といいながら、「政治的圧力を受けて内容を改変したり、国会議員等の意図を忖度して内容を改変した事実はない」と否定しています。こうした面従腹背の姿勢には納得できません。ＮＨＫはかたくなな態度を改め、局内では内部的自由の確保と視聴者には誠実な、開かれたＮＨＫとなることを期待します。

＜申入れ事項＞

①　ＮＨＫはＢＰＯの「意見書」を誠実に受け止め、実行すること。

②「ETV2001ｼﾘｰｽﾞ全４回」と「改変前の、現場が制作した編集版」をオンデマンドに公開し、どこが変わったかを市民が検証できるようにすること、また、NHK自身も番組改変を検証し、改変理由を視聴者に説明すること。
③番組の改変を告発した長井暁ﾃﾞｽｸ（当時）と裁判で真実を証言した永田浩三ﾁｰﾌﾌﾟﾛﾃﾞュｰｻｰ（当時）を現場からはずした不当配転の誤りを認め、名誉回復をはかること。
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